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かった．

　今回の症例では局所テクネガス指数はほぼ局所の

換気能を表すと考えられ，したがってT！Qは換気血

流比に近い指標となりうると思われる．本法は膠原

病性肺臓炎の治療前後での座位における局所肺機能

を評価することができ効果判定に有用である可能性

が示唆された．

30．家族性肥大型心筋症例における心筋SPECT／PET
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　心筋SPECTIPETにて特徴的な代謝所見を認めた家

族性心尖部肥大型心筋症において，母親と長男の所

見より心筋代謝異常の変遷を推測し得た症例を経験

した．

　母親は67歳の女性で労作時呼吸困難などの心不全

症状を主訴として当院入院となり，心臓超音波検

査・MRIにて心尖部の心筋肥大を指摘され，右心カ

テにて肺動脈模入圧の上昇を認めた．1231－BMIPP

SPECTでは心筋肥大部位に一致した欠損を示し，後

期像にてその部位のwashoutの元進を認めた．それに

対しi8F－FDG　PET所見ではfasting　imageにて心尖部

の心筋肥大部位のみに集積を認め，BMIPPのイメー

ジと相補的な関係を示し，心筋肥大部の代謝が脂肪

酸代謝から糖代謝に移行していると考えられた．Glu－

cose　loading　imageでは肥大していない部位にもFDG

の集積を認めたが心尖部はさらに強い集積を示した．

　長男は41歳で自覚症状を認めなかったがFDG・

BMIPPでは程度は軽度であるものの母親と同様の所

見を示し，運動負荷T1心筋SPECTでは運動による

心尖部の灌流低下と後期像における再分布を認め，

代謝イメージの所見からもこの部位に虚血が存在す

ることが示唆された．また心電図からも長男より母

親への心筋障害の進行を示唆する所見を認めた．

　このように，心尖部肥大型心筋症患者である母親

とその長男のSPECTIPETの所見よりの心筋代謝障害

と心電図変化を比較・検討することにより肥大部心

筋障害の変遷を推察し得た．

31．安静時心筋イメージング（”mTc－MIBI）は左心機
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　［目的］心筋梗塞27例を対象に，安静時99mTc－MIBI

心筋断層イメージングを行い，MIBI集積が左心機能

を反映しうるか否かを検討した．

　［方法］MIBI心筋イメージはBull’s－eye表示を行

い，左室を17区域に区分し，各区域のMIBI集積の

程度を正常0，ボーダーライン低下1，中等度低下

3，高度欠損4の4段階にスコアー化し，その合計

であるtotal・Defect・Scoreを求め，左室駆出率（LVEF）

との関係を検討した．19例では左室中心を含む垂直

長軸断層像を心基部前壁，前壁，心尖部，下壁，後

壁の5つのsegmentに区分し，各segmentのMIBI集

積と，これに対応する左室造影右前斜位像における

centerline　methodによる左室壁運動の関係を検討し

た．

　［結果］MIBI　total　Defect　ScoreはLVEFとの間に有

意の負の相関を示した（rニー0．67，p〈0．001）．19例

の全95　segmentのMIBI　uptakeはshortening　fractionの

SDとの間に有意の相関（r＝0．67，　p＜O．OOI）を認め

た．segment毎のMIBI　uptakeとshortening　fractionの

SDの関係は，心基部前壁を除く4つのsegmentでr

＝ 0．59～0．88の相関を示した．

　［総括］局所心筋のMIBI集積の程度は局所壁運動

を反映し，また，局所における集積の程度を考慮に

入れたMIBI欠損の広がりは左心機能を反映した．

32．99”frc一テトロフォスミンを用いた心機能の検討
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　［目的］心筋イメージング製剤である99mTCテトロ

フォスミンのFirst・Pass法（FP法）およびGated　SPECT

法（GS法）により心機能評価が可能か否かを検討す

る．［方法］76例に対し，FP法は右尺側皮静脈より
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TF　370　MBqを静注し，　RAo　20度にて撮像．左室の

count曲線からLVEFを算出．　GS法はR－R間隔を8

分割し，各々の時相でSPECT画像を作成、　Vertical

viewおよびCoronal・viewにて拡張末期および収縮末

期での左室内腔をthreshold約40°で用手的トレース

し，Simpson法にてEDV，　ESV，　LVEFを算出．左室

造影（22例），心エコー（68例）の指標と対比した．な

お，心房細動例は除外した．［結果］左室造影とGS

法のEDV，　ESVとでは各々r＝0．74，　r＝0．89で，

GS法では過小評価する傾向にあった．左室造影のEF

とではFP法r＝0．72，　GS法r＝0．76，　FP法とGS法

によるLVEFはr＝0．77と良好な相関を認めた．心エ

コーのFSとではFP法，　GS法ともにr＝0．49と相関

はゆるやかであった．［考案］GS法によるLVEF，

EDV，　ESVが左室造影に比し，過小評価した原因

は，トレースの閾値の設定，半値幅，部分容積効果

により真の心筋内縁よりも内側をトレースしたため

と考えられる．今回の検討では，GS法では用手的ト

レースのみのため方法的に客観性に問題があるが，

edge　detectionの方法を改良し，自動トレースが可能

になればさらに信頼性の高い検査法となる可能性が

期待できる．［結語］99mTcテトロフォスミンは心筋血

流の評価とともにFP法およびGS法による心機能評

価が可能であり，今後有用な検査となる可能性が示

唆された．

33．急性期に99・fTc・Tetrofosrnin心筋シンチを施行し

　　た急性心筋梗塞の1例
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CCUに入院となる．入院時検査成績：WBC　15，700ノ

μ∫，GOT　130　KU，　GPT　22　KU，　LDH　510WU，　CK

gl2U〃．心電図：vl．5にてQS　pattern・sT上昇．発

症より5時間後に冠動脈造影を行い，左冠動脈前下行

枝（Seg　7）に99％狭窄・filling　delayを認め，同部位

にPTCAを施行，冠動脈の狭窄は解除されたが，狭

窄部より末梢側にno－reflow現象を認めた．心筋シン

チは99mTc－Tetrofosminを安静時に静注し，投与15分

後に早期像，3時間後に遅延像を撮像．

　［結果］第8病日のTfでは前壁の心尖部寄りから

心尖部にかけて高度の集積低下を認める．3時間後像

にて前壁の心尖部寄りから心尖部にかけてはほぼ欠

損となり，中隔の心尖部寄りは高度の集積低下をき

たし，遅延像にてwashoutを認める．第22病日に冠

動脈造影で冠血流の回復所見を確認した後，第27病

日に施行したTfでは前壁の心尖部寄りに軽度の集積

低下，心尖部に高度の集積低下を認める．遅延像に

て前壁の心尖部寄りはほぼ欠損となり，中隔の心尖

部寄りは高度の集積低下をきたし，washoutを認め

る．第8病日の像に比べ，早期像での取り込みの改

善を認める．また，遅延像でのwashoutは残存してい

た．

　［結語］急性心筋梗塞再灌流後にno－reflow現象を

きたした症例に対し99mTc－Tetrofosmin心筋シンチを施

行した．no－reflowであった領域での冠血流改善は

Tetrofosmin心筋シンチによって評価が可能であった．

34．Breast・AttenuationによるnlW心筋SPECT上の

　　心尖部欠損に関する検討
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　no－reflow現象が認められた部位におけるTetro－

fosmin心筋シンチ（Tf）で心筋がどのような変化を示

すのかについて検討した．

　［症例］49歳，男性．現病歴：1年前より安静時

に前胸部の痛みを自覚していたがすぐに消失するた

め放置していた．平成8年4月11日・午前6時頃，

ドライヤーを使用中に前胸部絞掘感，冷汗が出現

し，症状が軽快しないため近医受診．心電図上V14

にてSTの上昇を認め，急性心筋梗塞の診断で当院

　［目的］2°1TlによるSPECTは冠血管病変を精度よ

く検出する能力を持つが，特に女性患者において

様々な因子により欠損等の影響を受ける．そこで女

性患者の2°ITI心筋SPECT上の心尖部欠損に与える

Breast　Attenuationの影響を体型の面から検討する．

［対象と方法］平成7年8月から12月の5か月間に

2°iTl運動負荷心筋シンチグラムを受けた女性患者，

連続39例のうち，明らかな心疾患をもたない26例

（平均年齢59±12歳）に対し，症候限界性25W漸増
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